


























































































































































































































o 1 2 4巽
100　　　　　　　　　　150　　　　　　　　　　20G　　　　　　　　　　250　　　　　　　　　　300　　　　　　　　　　350　　　　　　　　　　40Q　　　　　　　　　　450
　図4　シプトラミンと検体1のマススペクトル
闇／z
品であるが，アメリカ合衆国などでは肥満症の治療薬とし
て使用されており，その用法用量は1回10mg及び15
mgとされている．今回の痩身効果を標榜する健康食品は，
まさに医薬品として有効な用法用量のシブトラミンを含有
しており，このようなシブトラミンを含む健康食品を大量
に服用するようなことがあると，重大な健康被害に至るこ
とが危惧される．
　今回，試験した検体1～3はいずれも包装及び商品名が
異なっているものの，カプセルの外見，内容物の性状，そ
してシブトラミンの含有量がよく一致しており，これらの
3検体が同じ製品である可能性が示唆された．同じ製品で
あっても，包装や名称を変えることによって異なる製品で
あるかのように販売することや，異なる製品であっても同
一の包装，商品名で販売されている無承認無許可医薬品が
あることが知られている．このような無承認無許可医薬品
の実態を把握するためには，簡便で迅速な分析法を整備し，
すべての製品について入手場所，入手年月日ごとに分析す
る必要があると考えられる．
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